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トピックス

賃
上
げ
率
は
前
年
比
微
増
の

２
％
前
後
に

　

安
倍
首
相
が
一
月
初
め
の
経
済
三
団
体
新

年
パ
ー
テ
ィ
ー
で
「
景
気
回
復
の
結
果
を
国

民
に
も
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
景
気
回
復
を

家
計
に
も
広
げ
て
い
く
た
め
、
経
済
三
団
体

に
は
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
る
な

ど
、
今
春
闘
は
政
界
か
ら
の
注
目
度
も
高
か

っ
た
。
勤
労
者
の
実
質
賃
金
が
二
年
連
続
で

減
少
と
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、「
家
計
部
門
へ

の
波
及
」
を
組
合
員
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

勤
労
者
が
期
待
し
て
い
た
春
闘
で
も
あ
っ
た
。

　

景
気
拡
大
や
好
調
な
企
業
業
績
を
背
景
に
、

連
合
や
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
）
は
昨

年
を
上
回
る
要
求
を
設
定
し
、
昨
年
以
上
の

結
果
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
自
動
車
、
電

機
と
い
っ
た
大
手
金
属
メ
ー
カ
ー
の
労
使
交

渉
で
経
営
側
は
、
国
際
競
争
力
の
低
下
な
ど

の
懸
念
を
理
由
に
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
ず
、

交
渉
が
難
航
。
昨
年
を
若
干
上
回
る
賃
金
改

善
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
円
程
度
で
合
意
す
る

労
使
が
目
立
っ
た
。

　

金
属
大
手
メ
ー
カ
ー
の
労
組
で
構
成
す
る

金
属
労
協
が
設
定
し
た
三
月
一
四
日
の
集
中

回
答
日
。
髙
木
剛
連
合
会
長
は
回
答
を
見
て
、

「
国
際
競
争
力
論
に
こ
だ
わ
り
、
経
営
側
が

控
え
め
な
要
求
に
十
分
応
え
な
か
っ
た
の
は

残
念
で
な
ら
な
い
。
何
年
も
最
高
益
を
更
新

し
な
が
ら
、
賃
上
げ
に
消
極
的
な
態
度
に
終

始
し
た
企
業
も
あ
っ
た
」
な
ど
と
述
べ
、
経

営
側
の
姿
勢
を
批
判
し
た
。

　

三
月
末
現
在
の
連
合
集
計
に
よ
る
と
、
平

均
賃
上
げ
方
式
で
昨
年
と
比
較
可
能
な
一
四

五
〇
組
合
（
一
一
七
万
人
）
の
引
き
上
げ
額

は
五
九
二
六
円
、
率
で
一
・
九
八
％
と
な
り
、

前
年
比
で
三
〇
四
円
、
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
の

微
増
と
な
っ
た
。
一
方
、
一
時
金
の
動
向
を

み
る
と
、
年
間
協
定
で
妥
結
し
た
八
九
八
組

合
の
平
均
は
昨
年
を
〇
・
〇
七
カ
月
上
回
り
、

久
々
に
五
カ
月
台
に
の
る
五
・
〇
六
カ
月
に

な
る
な
ど
、
業
績
向
上
分
は
賞
与
・
一
時
金

で
還
元
す
る
傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。

共
闘
や
波
及
パ
タ
ー
ン
の
組
み
直

し
を
模
索

　

〇
七
春
闘
は
、
久
し
ぶ
り
に
電
力
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
と
い
っ
た
公
益
部
門
の
労
組
も
賃
上
げ
要

求
を
復
活
さ
せ
、
昨
年
を
上
回
る
規
模
で
労

働
界
が
足
並
み
を
揃
え
た
。
要
求
の
特
徴
は
、

〇
六
年
の
物
価
が
わ
ず
か
な
が
ら
上
昇
に
転

じ
た
た
め
、
各
産
別
の
賃
上
げ
要
求
が
昨
年

を
上
回
っ
た
こ
と
。賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分（
定

昇
等
）
に
加
え
、
物
価
上
昇
分
や
ベ
ア
・
体

系
是
正
分
と
し
て
昨
年
よ
り
一
〇
〇
〇
円
程

度
多
い
二
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
円
の
幅
で
統

一
要
求
を
設
定
す
る
産
別
が
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
日
本
経
団
連
は
今
季
交
渉

に
際
し
て
「
市
場
横
断
的
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

は
、
も
は
や
あ
り
え
な
い
」「
競
争
力
強
化
が

最
重
要
で
、
賃
金
水
準
を
一
律
に
引
き
上
げ

る
余
地
は
な
い
」
な
ど
と
す
る
賃
上
げ
抑
制

の
ス
タ
ン
ス
を
「
〇
七
年
版
経
営
労
働
政
策

委
員
会
報
告
」
で
確
認
。
個
別
交
渉
で
も
こ

う
し
た
主
張
が
基
調
と
な
っ
た
。

　

他
方
、
闘
争
体
制
面
で
変
化
が
見
ら
れ
た

こ
と
も
〇
七
春
闘
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

国
際
競
争
の
激
化
か
ら
金
属
大
手
の
労
使
交

渉
が
パ
タ
ー
ン
セ
ッ
タ
ー
役
に
な
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
労
働
側
が
、
①

金
属
な
ど
の
輸
出
依
存
型
で
は
な
く
内
需
産

業
を
中
軸
に
し
た
新
た
な
共
闘
の
形
成
（
有

志
共
闘
）
②
産
別
主
導
で
中
堅
・
中
小
に
相

場
を
波
及
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
試
み
（
Ｊ

Ｃ
で
の
中
堅
・
中
小
登
録
組
合
の
新
設
）
③

パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
雇
用
の
処
遇
改
善
の
取

り
組
み
拡
大
④
電
機
連
合
で
の
職
種
別
賃
金

要
求
へ
の
移
行―

―

な
ど
を
通
じ
た
、「
春
闘

の
再
構
築
」
を
模
索
す
る
動
き
が
強
ま
っ
た
。

「
春
闘
終
焉
」
を
主
張
す
る
経
営
側
に
対
す

る
、
労
働
側
の
回
答
と
も
み
る
こ
と
が
で
き

る
。金

属
大
手
は
昨
年
を
や
や
上
回
る

賃
金
改
善
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
円

１
． 「
実
質
一
〇
〇
〇
円
の
賃
金
改
善
を
実

現
」（
電
機
連
合
）

　

電
機
連
合
（
六
〇
万
人
）
加
盟
の
大
手
一

六
組
合
が
同
一
四
日
に
受
け
た
回
答
は
、
松

下
電
器
が「
賃
金
改
善
体
系
是
正
分
等 

一
〇

〇
〇
円
」、
シ
ャ
ー
プ
が「
賃
金
水
準
改
善
額

一
〇
〇
〇
円
」、そ
の
他
沖
電
気
工
業
と
明
電

舎
を
除
く
一
二
社
が
「
賃
金
水
準
改
善
額 

五
〇
〇
円
」
に
一
〇
〇
〜
五
〇
〇
円
の
「
賃

金
体
系
是
正
分
等
」
を
プ
ラ
ス
す
る
ほ
ぼ
横

並
び
の
内
容
と
な
っ
た
。
中
村
正
武
委
員
長

は
、「
大
勢
が
実
質
的
に
一
〇
〇
〇
円
の
賃
金

改
善
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
評
価
し
た
。

電
機
連
合
の
大
手
労
組
は
、
今
春
闘
か
ら
職

種
別
賃
金
要
求
方
式
に
移
行
。
開
発
設
計
職

（
三
〇
歳
）
と
製
品
組
立
職
（
三
五
歳
）
か

ト
ピ
ッ
ク
ス

大
手
の
交
渉
は
国
際
競
争
力
が
足
か
せ
に

労
働
側
は
新
た
な
波
及
パ
タ
ー
ン
を
模
索

　

戦
後
最
長
の
景
気
拡
大
が
続
き
、
企
業
の
経
常
利
益
が
三
期
連
続

で
過
去
最
高
を
更
新
す
る
な
か
展
開
し
た
〇
七
春
闘
。
景
気
の
拡
大

が
企
業
部
門
か
ら
家
計
部
門
に
波
及
す
る
か
ど
う
か
が
焦
点
だ
っ
た

が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
賃
上
げ
は
昨
年
比
微
増
に
と
ど
ま
り
そ
う
だ
。
一
方
、
今
春
闘
で

は
労
働
側
が
中
堅
・
中
小
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
新
た
な

波
及
パ
タ
ー
ン
を
模
索
し
た
点
で
注
目
を
集
め
た
。
〇
七
春
闘
の
特
徴
と
課
題
を
ま
と

め
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
・
解
析
部　

荻
野
登
、
新
井
栄
三
、
渡
辺
木
綿
子
）

07 春闘
特徴と課題

金属労協本部のボードに回答が書き込まれる
（３月 14日）
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ら
各
単
組
が
職
種
を
選
択
。
そ
の
代
表
ポ
イ

ン
ト
の
絶
対
額
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
と
と

も
に
、
統
一
要
求
で
あ
る
一
人
あ
た
り
月
額

二
〇
〇
〇
円
以
上
の
賃
金
水
準
の
改
善
を
要

求
し
た
。
し
か
し
、
電
機
産
業
は
業
種
・
業

態
、
企
業
に
よ
っ
て
業
績
の
ば
ら
つ
き
が
大

き
く
、
成
果
主
義
賃
金
が
浸
透
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
経
営
側
は
産
業
横
断
的
な
ベ
ア

だ
け
で
な
く
、
企
業
内
の
一
律
ベ
ア
に
対
す

る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
強
い
。
三
月
一
〇
日
の
産

別
労
使
交
渉
後
に
松
下
電
器
の
福
島
伸
一
常

務
は
、「
全
部
統
一
す
る
こ
と
は
間
尺
に
合
わ

な
い
」
な
ど
と
発
言
。
さ
ら
に
、
産
別
統
一

闘
争
で
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
に
こ
だ
わ
る

交
渉
か
ら
の
脱
却
を
求
め
た
。

　

こ
の
た
め
、
電
機
連
合
は
一
律
的
な
賃
上

げ
要
求
に
こ
だ
わ
る
と
、
連
合
や
金
属
労
協

の
目
標
で
あ
る「
昨
年
を
上
回
る
賃
金
改
善
」

の
実
現
が
困
難
に
な
る
と
判
断
。
回
答
日
の

二
日
前
に
月
例
賃
金
に
つ
い
て
は
ス
ト
回
避

基
準
と
な
る
歯
止
め
を
「
水
準
改
善
五
〇
〇

円
」
に
す
る
一
方
、
賃
金
制
度
の
補
正
や
特

定
階
層
の
賃
金
カ
ー
ブ
の
是
正
、
各
種
手
当

の
拡
充
と
い
っ
た
「
賃
金
体
系
是
正
分
等
」

を
広
い
意
味
で
の
人
件
費
増
額
に
つ
な
が
る

回
答
と
容
認
す
る
こ
と
で
、
回
答
上
積
み
を

図
る
戦
術
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
松
下
な

ど
職
種
別
賃
金
で
す
で
に
産
別
目
標
水
準
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
三
単
組
に
限
っ
て
、
回
答

の
す
べ
て
を
「
賃
金
体
系
是
正
分
等
」
に
配

分
す
る
ケ
ー
ス
も
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
闘

争
戦
術
も
、
歯
止
め
に
満
た
な
い
回
答
の
場

合
、
ス
ト
に
突
入
す
る
こ
れ
ま
で
の
戦
術
を

見
直
し
、
今
回
は
残
業
と
休
日
出
勤
の
無
期

限
拒
否
で
対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
三
菱
電
機
な
ど
一
〇
社
は

「
水
準
改
善
額
五
〇
〇
円
」
＋
「
賃
金
体
系

是
正
分
等
五
〇
〇
円
」
の
賃
金
改
善
で
合
意
。

松
下
が
「
賃
金
体
系
是
正
分
等 

一
〇
〇
〇

円
」
で
決
着
す
る
一
方
、
シ
ャ
ー
プ
は
一
〇

〇
〇
円
す
べ
て
を
基
本
賃
金
の「
水
準
改
善
」

に
充
て
る
回
答
に
分
か
れ
た
。
業
績
不
振
で

交
渉
が
難
航
し
た
日
立
は
、「
水
準
改
善
五
〇

〇
円
」
＋
「
賃
金
体
系
是
正
分
三
〇
〇
円
程

度
」
で
収
束
。
こ
の
他
、
岩
通
が
「
水
準
改

善
額
五
〇
〇
円
」
＋
「
賃
金
体
系
是
正
分 

一
〇
〇
円
」、沖
電
気
工
業
と
明
電
舎
は
「
水

準
改
善
額
五
〇
〇
円
」
だ
け
と
な
る
な
ど
、

企
業
業
績
の
相
違
が
回
答
に
反
映
さ
れ
る
格

好
と
な
っ
た
。

　

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
日
立
が
五
・
〇
カ

月
の
要
求
に
対
し
、
四
・
七
カ
月
の
回
答
で

妥
結
。
三
菱
電
機
は
過
去
最
高
水
準
と
な
る

五
・
五
カ
月
（
要
求 

五
・
七
八
カ
月
）、
シ

ャ
ー
プ
は
五
・
三
カ
月
（
同 

五
・
五
カ
月
）、

富
士
電
機
五
・
〇
カ
月
（
同
五
・
三
五
カ
月
）

で
決
着
し
た
。
松
下
や
東
芝
、
富
士
通
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
な
ど
は
業
績
連
動
型
の
た
め
要
求
し
て

い
な
い
が
、
前
年
比
増
は
確
実
な
情
勢
だ
。

　

ま
た
、
統
一
要
求
し
て
い
た
初
任
給
と
最

低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
労
組
を
除
き
、

高
卒
初
任
給
・
産
業
別
最
低
賃
金
を
一
〇
〇

〇
円
引
き
上
げ
る
満
額
回
答
（
一
八
歳
見
合

い
で
一
五
一
〇
〇
〇
円
）
で
、
横
並
び
決
着

と
な
っ
た
。

２
． 
業
績
向
上
分
は
一
時
金
で
還
元

―

自
動
車
大
手
メ
ー
カ
ー
の
賃
上
げ
交
渉

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
一
一
社
の
労
使
交
渉
も

同
一
四
日
に
経
営
側
か
ら
一
斉
に
回
答
が
示

さ
れ
た
。
賃
金
改
善
分
と
し
て
一
〇
〇
〇
円

を
回
答
し
た
ト
ヨ
タ
や
ダ
イ
ハ
ツ
か
ら
、
富

士
重
工
や
日
野
の
ゼ
ロ
回
答
ま
で
一
〇
〇
円

単
位
で
回
答
が
バ
ラ
つ
い
た
。
一
方
、
一
時

金
に
つ
い
て
は
輸
出
や
海
外
で
の
業
績
が
好

調
な
企
業
を
中
心
に
軒
並
み
昨
年
実
績
を
上

回
る
水
準
で
妥
結
し
た
。

　

交
渉
リ
ー
ド
役
と
な
っ
た
ト
ヨ
タ
の
労
使

協
議
で
経
営
側
は
、
前
年
比
五
〇
〇
円
増
の

一
五
〇
〇
円
（
賃
金
制
度
維
持
分
込
み 

八

四
〇
〇
円
）
の
要
求
で
臨
ん
だ
組
合
に
対
し

て
、
賃
上
げ
に
よ
る
コ
ス
ト
増
は
国
際
競
争

力
の
低
下
に
つ
な
が
る
な
ど
と
主
張
。
回
答

直
前
ま
で
、
賃
上
げ
は
「
き
わ
め
て
困
難
」

と
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三

月
八
日
の
第
三
回
協
議
の
中
で
、
経
営
側
か

ら
「
そ
の
ま
ま
答
え
る
こ
と
は
困
難
」
と
の

発
言
が
あ
り
、
組
合
側
は
ゼ
ロ
回
答
か
ら
脱

し
た
と
判
断
。
昨
年
妥
結
額
の
一
〇
〇
〇
円

か
ら
の
上
積
み
を
図
っ
た
が
、
最
終
的
に
は

昨
年
同
額
で
決
着
し
た
。
一
方
、
一
時
金
は

組
合
要
求
ど
お
り
五
・
〇
カ
月
プ
ラ
ス
七
九

万
円
（
二
五
八
万
円
）
の
過
去
最
高
水
準
と

な
る
満
額
回
答
で
ま
と
ま
っ
た
。

　

ホ
ン
ダ
の
賃
上
げ
も
前
年
比
三
〇
〇
円
増

の
九
〇
〇
円
で
妥
結
し
た
も
の
の
、
カ
ル
ロ

ス
・
ゴ
ー
ン
社
長
の
下
で
初
め
て
営
業
減
益

と
な
っ
た
日
産
は
、
昨
年
マ
イ
ナ
ス
の 

三

〇
〇
円
の
七
〇
〇
円
（
平
均
賃
金
改
定
額 

六
七
〇
〇
円
）
で
の
合
意
と
な
っ
た
。
メ
ー

カ
ー 

一
一
社
の
回
答
を
分
類
す
る
と
、
前

年
と
同
額
が
ト
ヨ
タ
、
ダ
イ
ハ
ツ
な
ど
三
社
、

同
比
減
額
が
日
産
、
富
士
重
工
な
ど
四
社
、

同
比
増
額
が
ホ
ン
ダ
、
マ
ツ
ダ
な
ど
四
社
と

な
っ
て
い
る
。
回
答
内
容
も
ゼ
ロ
の
ほ
か
有

額
回
答
の
場
合
も
五
〇
〇
円
か
ら
一
〇
〇
〇

円
ま
で
百
円
単
位
で
異
な
る
な
ど
、
ば
ら
つ

き
が
目
立
っ
た
。

　

企
業
業
績
の
反
映
に
つ
い
て
は
、
一
時
金

で
還
元
す
る
傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。
メ

ー
カ
ー
組
合
一
一
組
合
中
六
組
合
で
、
一
時

金
に
つ
い
て
は
、
要
求
ど
お
り
の
満
額
回
答

賃上げ（月額） 一時金 2006年一時金実績
（電　　機） 水準改善分 賃金体系是正分等
松下電器 1000円　　 業績連動型
日立 500円 300円程度 4.70カ月 4.85ヵ月
富士通 500円 500円　　 業績連動型
東芝 500円 500円　　 業績連動型
三菱電機 500円 500円　　 5.50カ月 5.1ヵ月
ＮＥＣ 500円 500円　　 業績連動型
シャープ 1000円 5.30カ月 5.25ヵ月
沖電気 500円 業績連動型
パイオニア 500円 500円　　 業績連動型
（自動車）
トヨタ 6,900円＋1,000円 5ヵ月＋79万円 5ヵ月＋56万円
日産 平均賃金改定額6700円 213万3000円（6.0ヵ月） 6.2ヵ月＋3.5万円
本田技研 900円（賃金改善分） 5.0＋1.6カ月 6.65ヵ月
三菱自動車 要求なし 3.32ヵ月 3ヵ月
マツダ 700円 5.8ヵ月 5.7ヵ月
いすヾ 500円 5ヵ月 5ヵ月
富士重工 賃金体系維持 5.0ヵ月 4.8ヵ月
ダイハツ 1,000円（賃金改善分） 5.7＋0.1ヵ月 5.7ヵ月＋2.5万円
スズキ 700円（賃金改善分） 5.7ヵ月 5.7ヵ月
（金属機械）
ヤンマー 1057円（定昇相当含まず） 5.2カ月 214万円
クボタ 1433円 業績連動方式
シチズン時計 1000円 半期2.55カ月 半期2.55カ月
（公益関係）
東京電力 組合員一人あたりの原資増500円 172万9000円 172万6000円

NTT東日本 月例賃金改定原資として
一人あたり平均500円相当

132万2000円（40歳一
般資格1級モデル） 4.5カ月

JR東日本 ベア相当600円 夏2.95ヵ月 2.85ヵ月

2007年春季交渉　大手企業の回答状況
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を
得
た
。
水
準
も
ト
ヨ
タ
、
日
産
、
ホ
ン
ダ

で
六
カ
月
を
超
え
た
ほ
か
、
三
菱
自
工
、
日

野
を
除
い
て
す
べ
て
五
カ
月
以
上
の
高
い
水

準
で
妥
結
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
電
力
な
ど
も
五
〇
〇
円―

公

益
関
係
も
久
々
の
賃
上
げ
有
額
決
着

　

今
季
交
渉
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
七
年
ぶ
り
、
電

力
で
八
年
ぶ
り
な
ど
公
益
関
係
の
労
組
が
、

久
し
ぶ
り
に
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
た
。
そ
の

結
果
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
交
渉
は　

組
合

の
月
例
給
二
〇
〇
〇
円
以
上
の
改
善
要
求
に

対
し
て
、
成
果
手
当
や
扶
養
手
当
を
対
象
に

八
年
ぶ
り
に
賃
金
改
善
を
実
施
す
る
こ
と
で

妥
結
し
た
。
原
資
配
分
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
今
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
各
労
使
で
詰

め
る
予
定
だ
が
、
二
人
以
上
の
子
供
を
持
つ

組
合
員
の
扶
養
手
当
を
一
〇
〇
〇
円
引
き
上

げ
る
な
ど
育
児
支
援
に
手
厚
く
配
分
す
る
予

定
。
組
合
員
一
人
平
均
の
原
資
と
し
て
は
五

〇
〇
円
程
度
と
な
る
見
込
み
だ
。
労
働
協
約

関
係
で
は
、
子
育
て
中
の
社
員
が
取
得
で
き

る
短
時
間
勤
務
制
度
に
つ
い
て
、
子
の
対
象

年
齢
の
上
限
を
小
学
一
年
か
ら
三
年
に
引
き

上
げ
る
こ
と
や
、
育
児
で
退
職
し
た
社
員
に

対
す
る
復
帰
制
度
の
導
入
検
討
で
も
合
意
し

た
。

　

一
方
、
東
京
電
力
な
ど
電
力
会
社
九
社
で

も
平
均
五
〇
〇
円
の
賃
上
げ
で
妥
結
し
た
。

北
陸
電
力
は
原
発
事
故
隠
し
の
影
響
を
考
慮

し
、
賃
上
げ
を
見
送
っ
た
。
電
力
九
社
の
組

合
が
加
盟
す
る
電
力
総
連
は
今
春
闘
で 

二

〇
〇
〇
円
の
統
一
ベ
ア
要
求
を
設
定
。
こ
れ

に
対
し
、
経
営
側
は
一
律
の
賃
上
げ
回
答
は

見
送
っ
た
も
の
の
、
各
社
の
実
情
に
照
ら
し

て
、若
年
層
（
東
京
、九
州
）
や
中
堅
層
（
東

北
、
中
国
）、
子
育
て
支
援
（
関
西
）
と
い

っ
た
各
層
に
重
点
配
分
す
る
賃
金
改
善
で
応

え
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
電
力
の
労
働
組
合
は
、
久

し
ぶ
り
の
賃
上
げ
交
渉
に
備
え
、
連
携
関
係

を
強
化
。
水
準
的
に
は
電
機
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
ほ
ぼ
同
水
準
の
賃
上
げ
を
獲
得
し

た
。
両
組
合
と
も
今
季
交
渉
で
の
相
乗
効
果

を
評
価
し
て
い
る
。

　

大
手
私
鉄
の
労
組
な
ど
で
構
成
す
る
私
鉄

総
連
も
賃
金
改
善
分
と
し
て
、
前
年
を
一
五

〇
〇
円
上
回
る
三
五
〇
〇
円
プ
ラ
ス
一
人
平

均
二
・
〇
％
（
定
昇
相
当
分
）
で
臨
ん
だ
が
、

ほ
ぼ
ベ
ア
ゼ
ロ
で
収
束
。
他
方
、
年
間
臨
給

（
一
時
金
）
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
獲
得
し

た
組
合
が
目
立
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
関
係
で
は
、
業

績
好
調
な
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
ベ
ア
九
〇
〇
円
相

当
（
組
合
要
求
三
〇
〇
〇
円
）、
Ｊ
Ｒ
東
海

で
ベ
ア
六
〇
〇
円
を
回
答
し
、
妥
結
。
両
社

と
も
夏
季
手
当
（
一
時
金
）
を
前
年
よ
り
増

額
回
答
し
た
（
各
二
・
九
五
カ
月
）。

労
使
と
も
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
を
重
視

　

賃
金
面
で
は
労
使
の
主
張
に
隔
た
り
が
大

き
く
、
交
渉
は
難
航
し
た
も
の
の
、
今
後
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
共
通
認
識
を
示
し

て
い
る
の
が
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
だ
。
労
働
側
は
「
労
働
時
間
短
縮
」
を

優
先
さ
せ
る
姿
勢
を
と
る
一
方
、
経
営
側
は

「
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
」
が
中
心

と
い
う
こ
と
で
、
基
本
ス
タ
ン
ス
は
異
な
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
民
間
最
大
の
単
組
で
あ

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
よ
う
に
今
季
交
渉
で
育
児

支
援
の
要
求
を
掲
げ
て
合
意
し
た
ケ
ー
ス
や
、

労
働
時
間
短
縮
な
ど
で
労
使
合
意
に
い
た
っ

た
ケ
ー
ス
も
多
く
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
と

あ
い
ま
っ
て
、
春
闘
に
お
け
る
交
渉
事
項
と

し
て
ウ
エ
ー
ト
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　

今
春
闘
で
は
、
中
堅
・
中
小
労
組
の
相
場

づ
く
り
の
動
き
が
活
発
化
し
た
。
連
合
内
で

は
、
四
年
目
を
迎
え
た
「
中
小
共
闘
セ
ン
タ

ー
」（
中
小
労
働
委
員
会
、
委
員
長
：
小
出
幸

男
・
Ｊ
Ａ
Ｍ
会
長
）
が
三
月
二
三
日
に
先
行

組
合
の
回
答
を
公
表
。
今
年
か
ら
取
り
組
み

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
内
需
産
業
を
主
軸
と
す

る
「
有
志
共
闘
」（
代
表
：
渡
邊
和
夫
・
フ
ー

ド
連
合
会
長
）
も
同
月
一
六
日
、
中
小
共
闘

に
先
駆
け
て
五
二
組
合
の
回
答
状
況
を
実
名

で
開
示
し
た
。
さ
ら
に
金
属
労
協（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・

Ｊ
Ｃ
、
議
長
：
加
藤
裕
治
・
自
動
車
総
連
会

長
）
も
今
年
初
め
て
、
一
三
〇
組
合
を
超
え

る
中
堅
・
中
小
労
組
の
回
答
を
、
や
は
り
実

名
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

高
い
四
五
〇
〇
円
の
ハ
ー
ド
ル

　
「
中
小
共
闘
」
は
、
中
小
労
組
の
賃
金
低

下
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、
〇
四
年
春
闘

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
中
小
企
業
に
は
賃
金

制
度
が
未
整
備
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
大
手
労

組
と
肩
を
並
べ
た
ベ
ア
ゼ
ロ
を
続
け
て
い
て

も
、
定
期
昇
給
制
度
が
な
い
ケ
ー
ス
で
は
、

実
質
賃
金
が
目
減
り
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、

中
小
企
業
の
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
目
安
を

四
五
〇
〇
円
と
し
て
、
そ
の
確
保
を
最
優
先

課
題
に
掲
げ
て
き
た
。
活
動
の
輪
も
徐
々
に

広
が
り
、
今
は
連
合
に
加
盟
す
る
三
〇
産
別

が
参
加
し
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
相
場
形
成
役
を
担

っ
て
き
た
金
属
大
手
の
労
使
交
渉
で
も
、
定

昇
の
削
減
や
廃
止
に
加
え
、
ベ
ア
否
定
の
流

れ
が
強
ま
る
な
か
、
四
五
〇
〇
円
確
保
の
ハ

ー
ド
ル
は
高
く
、
〇
五
年
春
闘
で
四
五
〇
〇

円
を
上
回
っ
た
の
は
、
登
録
単
組
の
四
分
の

一
強
、
〇
六
年
春
闘
で
も
三
分
の
一
程
度
に

過
ぎ
な
か
っ
た
（
図
表
）。
そ
こ
で
、
〇
七

年
春
闘
で
は
、
自
動
車
、
電
機
と
い
っ
た
外

需
依
存
型
産
業
の
大
手
労
組
の
動
向
に
左
右

さ
れ
な
い
相
場
づ
く
り
を
模
索
し
よ
う
と
、

内
需
型
産
業
を
主
軸
と
す
る
新
た
な
共
闘
組

織
「
有
志
共
闘
」
を
旗
揚
げ
し
た
。

内
需
型
産
業
主
軸
の
新
た
な
共
闘

を
始
動

　
「
有
志
共
闘
」
は
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
、
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ

連
合
、
フ
ー
ド
連
合
、
紙
パ
連
合
の
六
産
別

で
構
成
。
金
属
労
協
傘
下
の
金
属
大
手
の
労

使
交
渉
に
影
響
を
受
け
ず
に
自
力
で
交
渉
し

て
、
三
月
一
四
〜
一
六
日
の
回
答
の
ヤ
マ
場

に
回
答
を
引
き
出
せ
る
単
組
の
妥
結
結
果
を

公
表
す
る
こ
と
で
、
共
闘
間
や
産
別
内
で
、

連
携
を
取
り
な
が
ら
相
乗
効
果
を
高
め
、
後

に
つ
づ
く
中
堅
・
中
小
組
合
の
指
標
と
な
る

よ
う
な
回
答
を
引
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
。
初
年
度
の
取
り
組
み
と
な
る
今
季
闘
争

で
は
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
二
四
組
合
を

筆
頭
に
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
一
七
組
合
や
フ
ー
ド
連

合
の
八
組
合
な
ど
五
四
の
単
組
が
名
を
連
ね

た
。

　

有
志
共
闘
が
一
六
日
に
発
表
し
た
回
答
状

況
を
み
る
と
、
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
関
係
で
は

イ
オ
ン
の
二
四
七
〇
円
や
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
の
一
七
五
〇
円
、
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
＆
ラ

イ
フ
の
一
八
三
八
円
な
ど
。
金
属
機
械
で
は

山
武
の
一
五
〇
〇
円
（
三
〇
歳
個
別
賃
金
）

や
東
芝
機
械
の
一
五
〇
〇
円
な
ど
、
高
水
準

の
賃
金
改
善
を
獲
得
し
た
単
組
が
並
ぶ
。
食

品
で
も
ニ
チ
レ
イ
の
一
五
〇
〇
円
（
三
〇
歳

 

中
堅
・
中
小
労
組
が
独
自
の
相
場
づ
く
り
へ
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個
別
賃
金
）
な
ど
が
目
立
つ
。

　

さ
ら
に
、
食
品
で
は
、
定
期
昇
給
分
込
み

の
回
答
で
賃
金
改
善
分
の
表
示
は
な
い
も
の

の
、
サ
イ
ゼ
リ
ア
（
七
八
〇
〇
円
、
三
・
〇

一
％
）、
コ
コ
ス
ジ
ャ
パ
ン
（
八
二
一
二
円
、

二
・
八
七
％
）、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
（
七
五
一
六
円
、

二
・
五
八
％
）、元
気
寿
司（
七
五
四
六
円
、二
・

八
九
％
）
な
ど
が
、
定
昇
込
み
で
七
〇
〇
〇

円
強
の
回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｃ
も
中
堅
・
中
小
労
組
の
情
報

を
開
示

　

一
方
、
今
春
闘
で
は
金
属
労
協
も
初
め
て

中
堅
・
中
小
登
録
組
合
の
回
答
を
実
名
付
き

で
開
示
し
た
。
Ｊ
Ｃ
は
従
来
、
五
〇
数
組
合

の
大
手
回
答
だ
け
の
公
表
だ
っ
た
が
、
今
回

は
そ
の
枠
を
広
げ
て
各
業
種
や
地
域
で
影
響

力
の
あ
る
組
合
の
回
答
額
を
集
計
し
、
発
表

す
る
こ
と
に
し
た
も
の
。
自
動
車
や
電
機
の

部
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
中
心
に
一
三
五
組
合

が
登
録
し
て
い
る
。

　

集
計
に
よ
る
と
、
四
月
四
日
時
点
で
一
三

一
組
合
が
回
答
を
引
き
出
し
、
こ
の
う
ち
一

〇
一
組
合
が
賃
金
改
善
を
獲
得
し
た
。
賃
金

改
善
や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
金
額
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
の
は
四
二
組
合
で
、
そ
の
単
純

平
均
額
は
八
七
七
円
。
定
昇
込
み
の
引
き
上

げ
額
は
五
七
四
七
円
（
七
四
組
合
）
と
な
っ

て
い
る
。

　

個
別
の
回
答
を
み
る
と
、
自
動
車
総
連
傘

下
で
は
、
ト
ヨ
タ
系
列
の
デ
ン
ソ
ー
が
七
〇

〇
〇
円
（
賃
金
制
度
維
持
分
を
含
む
）
を
獲

得
。
電
機
連
合
傘
下
で
は
、
ヤ
マ
ハ
と
村
田

製
作
所
が
一
〇
〇
〇
円
、
サ
ン
ケ
ン
電
気
が

一
一
〇
〇
円
の
基
幹
労
働
者
賃
金
の
水
準
改

善
を
果
た
し
て
い
る
。

賃
金
改
善
と
交
渉
の
あ
り
方
の
双

方
に
好
影
響
が

　

で
は
、
こ
う
し
た
多
方
面
で
の
共
闘
の
広

が
り
は
、
後
続
の
中
小
労
組
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
の
だ
ろ
う
。
連
合
が
三
月

二
九
日
に
開
催
し
た
「
中
小
・
パ
ー
ト
共
闘

情
勢
報
告
集
会
」
で
は
、
中
小
共
闘
に
参
加

す
る
産
別
組
織
か
ら
、「
有
志
共
闘
に
登
録
し

た
こ
と
で
、
自
分
の
組
合
さ
え
よ
け
れ
ば
い

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
皆
で
頑
張
ろ
う
と

い
う
意
識
を
持
っ
た
委
員
長
が
た
く
さ
ん
い

た
。
協
同
と

い
う
こ
と
を

思
い
直
す
春

闘
と
な
っ

た
」（
フ
ー
ド

連
合
）、「
こ

こ
数
年
で
は

最
高
レ
ベ
ル

の
獲
得
額
と

な
っ
て
い
る
。

高
い
相
場
を

今
後
の
交
渉

に
ど
う
活
か

す
か
が
課

題
」（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。
賃

上
げ
獲
得
だ
け
で
な
く
、
交
渉
の
あ
り
方
な

ど
の
組
合
役
員
の
意
識
面
で
も
、
共
闘
の
効

果
が
見
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

な
ら
ば
、
実
際
の
獲
得
額
は
ど
う
な
の
か
。

中
小
共
闘
に
よ
れ
ば
、
今
春
闘
で
四
月
一
〇

日
ま
で
に
妥
結
し
た
従
業
員
三
〇
〇
人
未
満

の
中
小
労
組
一
〇
七
七
組
合
の
単
純
平
均

（
定
昇
含
む
）
は
、
四
六
七
九
円
と
、
昨
年

実
績
よ
り
二
八
一
円
高
か
っ
た
。

　

業
種
別
に
み
て
も
、
製
造
業
が
四
八
九
八

円（
前
年
同
期
比
二
五
六
円
増
）、
商
業
・
流

通
は
五
二
七
二
円
（
同
三
八
八
円
増
）、
そ

の
他
（
交
通
・
運
輸
を
除
く
）
が
五
二
四
五

円
（
同
四
二
七
円
増
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年

同
時
期
の
妥
結
水
準
を
上
回
っ
て
お
り
、
賃

金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
四
五
〇
〇
円
を
超
え
て

妥
結
し
た
組
合
も
、
前
年
同
期
を
六
・
〇
ポ

イ
ン
ト
上
回
る
五
五
・
一
％
と
好
調
を
持
続

し
て
い
る
（
図
表
）。
そ
こ
で
中
小
共
闘
は

一
二
日
、
こ
れ
以
降
、
解
決
を
図
る
組
合
に

対
し
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
算
定
が
可
能
な
組
合

は
、「
賃
金
カ
ー
ブ
確
保
相
当
分
」
も
し
く
は

「
昨
年
妥
結
実
績
」
に
三
〇
〇
円
以
上
の
上

積
み
、
算
定
が
困
難
な
組
合
に
は
四
八
〇
〇

円
以
上
の
確
保
と
い
う
「
妥
結
ミ
ニ
マ
ム
基

準
」
を
設
定
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
結
成
以
来
、
最
高
の
水

準
で
推
移

　

中
堅
・
中
小
の
金
属
関
係
労
組
を
多
く
抱

え
、
Ｊ
Ｃ
、
中
小
、
有
志
の
三
つ
の
共
闘
の

牽
引
役
を
担
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
が
四
月
二
日

時
点
で
ま
と
め
た
賃
上
げ
集
計
を
み
て
も
、

三
〇
〇
人
未
満
規
模
の
妥
結
平
均
額
は
五
二

一
九
円
と
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
一
九
九
九

年
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
結
成
以
来
、
最
も
高
い
水
準
と

な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
三
月
末
ま
で
の
決
着
を
め
ざ
す

単
組
に
対
し
、
同
二
六
日
に
「
賃
金
改
善
分

に
つ
い
て
は
一
〇
〇
〇
円
以
上
、
平
均
賃
上

げ
で
は
五
三
〇
〇
円
以
上
を
確
保
す
る
」
と

の
妥
結
基
準
を
設
定
し
た
。
直
前
に
ま
と
め

た
妥
結
平
均
が
五
二
〇
〇
円
台
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、「
わ
ざ
わ
ざ
低
く
抑
え
る
理
由
も
な

か
っ
た
」（
Ｊ
Ａ
Ｍ
本
部
）
と
し
て
、
あ
え
て

高
い
基
準
を
設
け
た
と
い
う
。

　

こ
の
基
準
設
定
を
受
け
て
、
交
渉
の
最
終

段
階
に
入
っ
て
い
た
単
組
が
粘
り
強
く
高
額

回
答
を
引
き
出
し
て
お
り
、
四
月
一
二
日
現

在
も
五
〇
〇
〇
円
台
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。

国
民
春
闘
共
闘
も
大
手
・
中
堅
が

牽
引

　

一
方
、
全
労
連
や
純
中
立
労
組
懇
な
ど
で

つ
く
る
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
も
二
日
、
三

月
下
旬
段
階
で
の
回
答
集
計
を
ま
と
め
た
。

三
月
三
〇
日
ま
で
に
回
答
を
引
き
出
し
た
二

七
四
組
合
の
引
き
上
げ
額
は
、
一
人
当
た
り

の
加
重
平
均
で
六
七
八
一
円
、
二
・
〇
四
％
、

昨
年
同
期
比
で
六
五
四
円
、
〇
・
〇
四
ポ
イ

ン
ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　

こ
の
引
き
上
げ
額
は
、
一
週
間
前
よ
り
一

〇
二
六
円
も
高
く
、
率
で
も
二
％
台
に
乗
せ

た
。
春
闘
共
闘
で
は
、「
一
〇
〇
〇
人
以
上
の

大
手
組
合
、
三
〇
〇
人
以
上
の
中
堅
組
合
が

比
較
的
高
額
な
回
答
（
第
二
次
を
含
む
）
を

引
き
出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
」
と
分
析
。

「
き
び
し
い
経
営
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
や
中
小
企
業
で
は
賃
上
げ

に
対
す
る
ガ
ー
ド
が
固
く
、
個
別
労
使
で
は

解
決
で
き
な
い
実
態
も
あ
る
」
な
ど
と
し
て
、

さ
ら
な
る
共
闘
の
強
化
を
訴
え
て
い
る
。
な

お
、
単
純
平
均
は
五
八
六
七
円
（
一
・
九
八

％
）
で
昨
年
同
期
を
二
八
二
円
（
〇
・
〇
五

ポ
イ
ン
ト
）
上
回
っ
た
。
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図表 2007中小共闘「4,500円以上獲得割合」の推移
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トピックス

　

〇
七
春
闘
が
折
り
返
し
地
点
に
さ
し
か
か

る
な
か
、
パ
ー
ト
・
有
期
契
約
労
働
者
の
待

遇
改
善
に
つ
い
て
も
、
昨
年
を
上
回
る
労
組

の
健
闘
ぶ
り
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
連

合
は
、
三
月
三
〇
日
に
開
い
た
「
中
小
・
パ

ー
ト
共
闘
情
勢
報
告
交
流
会
」
の
な
か
で
、

中
間
的
な
集
約
を
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
今
春
闘
で
パ
ー
ト
等
の
何
ら
か
の
待
遇

改
善
を
要
求
し
て
い
る
組
合
数
は
、
昨
年
よ

り
三
〇
七
多
い
一
一
一
二
。
こ
の
う
ち
、
時

給
の
引
き
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
三

五
一
組
合
で
、
こ
れ
ま
で
に
一
一
〇
組
合
が

一
五
・
四
円
ア
ッ
プ
で
妥
結
し
た
。
昨
年
同

期
の
妥
結
実
績
（
九
七
組
合
平
均
で
一
二
・

八
円
）
を
上
回
る
好
調
な
滑
り
出
し
で
、
連

合
が
今
年
の
パ
ー
ト
春
闘
で
一
つ
の
目
標
に

し
た
、
時
給
一
五
円
以
上
の
引
き
上
げ
目
安

も
ひ
と
ま
ず
ク
リ
ア
し
た
格
好
。
会
見
し
た

連
合
の
髙
木
剛
会
長
は
、「
パ
ー
ト
戦
線
は
着

実
に
拡
大
し
て
い
る
。
成
果
は
パ
ー
ト
組
合

員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
場
の
時
給
に
も
波
及

し
て
い
く
。
我
々
が
パ
ー
ト
等
の
待
遇
改
善

に
主
体
的
に
取
り
組
む
影
響
力
は
、
考
え
て

い
る
以
上
に
大
き
い
と
確
信
し
て
い
い
」
な

ど
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　

一
方
、
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
が
、
四
月

三
日
に
発
表
し
た
三
月
末
段
階
で
の
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
賃
上
げ
、
企
業
内
最

低
賃
金
の
回
答
・
協
定
状
況
に
よ
る
と
、
パ

ー
ト
の
時
間
給
ア
ッ
プ
は
、
九
九
組
合
が
獲

得
し
て
お
り
、
単
純
平
均
で
二
二
・
九
円
の

引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
同
期
（
五

四
組
合
の
平
均
五
・
九
円
増
）
を
大
き
く
上

回
る
水
準
だ
。
全
体
的
に
は
一
〇
〜
二
〇
円

ア
ッ
プ
の
回
答
が
多
い
ほ
か
、
医
療
専
門
職

で
一
五
〇
円
や
二
〇
〇
円
、
民
放
や
生
協
で

五
〇
円
の
回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

成
果
が
あ
が
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
春
闘

共
闘
は
、
①
パ
ー
ト
の
労
働
力
不
足
と
と
も

に
、
パ
ー
ト
賃
上
げ
・
均
等
待
遇
の
課
題
や

時
間
額
一
〇
〇
〇
円
の
要
求
が
労
働
団
体
共

通
の
課
題
に
な
っ
て
き
た
②
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
や
格
差
是
正
の
問
題
が
国
会
で
も
審
議
さ

れ
、
国
民
の
注
目
を
集
め
て
い
る―

―

こ
と

を
あ
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
嘱
託
等
の
日
額
は
、

一
四
組
合
が
単
純
平
均
七
六
・
四
円
、
契
約

社
員
・
準
社
員
等
の
月
額
は
、
六
組
合
が
単

純
平
均
三
四
五
八
円
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

な
お
、
企
業
内
最
賃
を
引
き
上
げ
た
の
は
二

五
組
合
。
前
年
同
額
が
八
六
組
合
で
、
減
額

も
三
組
合
あ
っ
た
。

小
売
・
流
通
以
外
で
も
健
闘

　
「
昨
年
と
比
べ
て
手
ご
た
え
が
ま
っ
た
く

違
う
。
昨
年
を
上
回
る
時
給
ア
ッ
プ
だ
け
で

な
く
、
パ
ー
ト
等
の
待
遇
改
善
は
も
は
や
ス

ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
だ
け
の
問
題
だ
け
で
は

な
い
と
の
認
識
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
る｣

―
―

。
桜
田
高
明
・
パ
ー
ト
共
闘
会
議
座
長

が
交
流
会
で
こ
う
評
し
た
よ
う
に
、
〇
七
パ

ー
ト
春
闘
で
は
妥
結
内
容
が
昨
年
を
上
回
っ

た
だ
け
で
な
く
、
取
り
組
む
産
業
別
組
織
の

拡
大
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
た
。

　

連
合
が
三
月
二
九
日
時
点
で
ま
と
め
た
、

今
春
闘
に
お
け
る
パ
ー
ト
等
の
待
遇
改
善
集

計
（
表
）
に
よ
る
と
、
時
給
に
つ
い
て
は
昨

年
同
期
の
一
・
五
倍
に
あ
た
る
三
五
一
組
合

が
、
単
純
平
均
で
一
九
・
七
円
の
増
額
を
要

求
。
お
お
か
た
の
妥
結
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、

こ
れ
ま
で
に
一
一
〇
組
合
が
、
昨
年
同
期
実

績
を
二
・
六
円
上
回
る
平
均
一
五
・
四
円
ア

ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
個
別
に
み
る
と
、

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
労
組
で
昨
年
を
一
一
円
上

回
る
平
均
三
六
円
の
時
給
ア
ッ
プ
、
イ
ズ
ミ

ヤ
労
組
で
平
均
一
一
・
三
円
の
時
給
ア
ッ
プ

と
年
間
二
・
五
カ
月
の
一
時
金―

―

な
ど
、

昨
年
同
様
、
小
売
・
流
通
関
係
の
健
闘
ぶ
り

が
目
立
つ
。
た
だ
今
年
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
で
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
有
期
契
約
）
の

時
給
を
一
〇
円
増
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
傘
下
の
大

日
本
塗
料
で
は
二
〇
円
増
の
満
額
回
答
、
Ｊ

Ｐ
Ｕ
（
郵
政
公
社
）
で
は
ゆ
う
メ
イ
ト
（
貯

金
・
保
険
）
の
職
務
に
応
じ
た
加
算
額
上
限

を
三
〇
〇
円
増
の
五
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
る

な
ど
、
牽
引
役
の
小
売
・
流
通
産
別
以
外
で

も
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

一
方
、
組
合
が
組
織
化
し
て
い
る
パ
ー
ト

組
合
員
（
主
に
上
級
・
長
時
間
層
）
へ
の
波

及
に
と
ど
ま
ら
ず
、
非
組
合
員
の
パ
ー
ト
も

視
野
に
入
れ
た
賃
金
底
上
げ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
今
年
の
パ
ー
ト
共
闘
は
、
企
業
内
最

賃
の
引
き
上
げ
に
も
力
を
入
れ
た
。
一
六
七

組
合
が
平
均
二
三
・
〇
円
の
増
額
を
要
求
し
、

こ
れ
ま
で
に
一
二
〇
組
合
が
、
昨
年
の
最
終

集
計
値
を
大
幅
に
上
回
る
平
均
一
一
・
五
円

ア
ッ
プ
の
回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
。
個
別

に
は
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
傘
下
で
一
四
組
合
が
、

新
た
に
企
業
内
最
賃
の
協
定
化
に
漕
ぎ
着
け

た
ほ
か
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
で
も
日
本
ガ

イ
シ
労
組
が
、
新
た
に
時
給
八
五
〇
円
の
締

結
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
連
合
集
計
に
よ
る
と
一
三
〇

組
合
が
、
パ
ー
ト
等
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
面
で
前
進
し
た
。
慶
弔
休
暇
の
日
数
を

正
社
員
同
様
に
引
き
上
げ
（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
傘
下
の

労
組
）、
夏
季
休
暇
制
度
を
労
働
時
間
に
比

例
し
て
付
与
（
自
治
労
）、
契
約
更
新
期
間

の
延
長
（
情
報
労
連
）、
子
の
看
護
休
暇
の

有
給
化
と
季
節
・
忌
引
休
暇
の
正
職
員
同
様

の
付
与
（
全
労
金
）、通
勤
費
の
見
直
し
（
航

空
連
合
）―

―

な
ど
、
職
場
の
実
態
に
応
じ

て
改
善
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
中
で
、

今
年
の
特
徴
と
言
え
る
の
は
、
団
塊
世
代
の

一
斉
退
職
へ
の
危
機
感
も
あ
り
、
正
社
員
登

用
・
転
換
制
度
の
導
入
が
相
次
い
だ
こ
と
だ
。

伊
勢
丹
労
組
が
契
約
社
員
か
ら
正
社
員
へ
の

登
用
制
度
の
導
入
を
決
め
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
西

労
組
も
三
年
以
上
勤
務
し
た
契
約
社
員
を
対

象
に
、
正
社
員
へ
転
換
（
選
抜
試
験
）
す
る

制
度
の
創
設
で
合
意
し
て
い
る
。

二
年
目
の
パ
ー
ト
共
闘
の
効
果

　

春
闘
期
に
パ
ー
ト
の
待
遇
改
善
を
す
す
め

る
た
め
、
連
合
は
昨
年
の
春
闘
で
初
め
て
、

「
パ
ー
ト
共
闘
会
議
」
を
設
置
し
た
。
一
五

産
別
が
参
加
し
、
共
闘
目
標
に
は｢

パ
ー
ト

だ
か
ら｣

と
い
う
合
理
的
な
理
由
の
な
い
差

別
的
取
扱
い
の
排
除
を
す
え
た
。
最
終
集
約

で
は
、
二
〇
一
組
合
平
均
で
時
給
一
一
・
二

円
ア
ッ
プ
と
い
う
成
果
を
勝
ち
取
り
、
初
陣

は
ま
ず
ま
ず
の
滑
り
出
し
と
な
っ
た
。
だ
が
、

そ
れ
も
民
間
最
大
産
別
で
、
パ
ー
ト
等
が
組

合
員
の
約
四
〇
％
を
占
め
る
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン

同
盟
と
、
百
貨
店
労
組
が
多
く
加
盟
し
、
パ

ー
ト
・
契
約
等
が
約
三
五
％
に
の
ぼ
る
サ
ー

ビ
ス
・
流
通
連
合
の
、
二
産
別
の
活
躍
に
頼

る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

　

昨
年
の
結
果
を
踏
ま
え
、
二
年
目
を
迎
え

た
パ
ー
ト
共
闘
で
は
、
取
り
組
み
課
題
を
時

給
の
改
善
、企
業
内
最
賃
の
協
定
化
、均
衡
・

均
等
待
遇
、
正
社
員
と
実
質
的
に
異
な
ら
な

07
パ
ー
ト
春
闘―

―

戦
線
が
着
実
に
拡
大

時
給
引
き
上
げ
で
平
均
一
五
・
四
円
ア
ッ
プ
（
三
月
末
）
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い
者
（
擬
似
パ
ー
ト
）、
組
織
化―

―

な
ど
、

幅
広
い
選
択
肢
で
構
成
。
各
業
界
の
パ
ー
ト

事
情
に
配
慮
し
て
、
共
闘
の
参
加
労
組
を
増

や
す
一
方
、
時
給
の
改
善
に
つ
い
て
は
新
た

に
一
五
円
以
上
ア
ッ
プ
、
絶
対
額
一
〇
〇
〇

円
程
度
を
め
ざ
す
と
い
う
目
安
も
掲
げ
、
テ

コ
入
れ
を
図
っ
た
。
連
合
は
〇
一
年
以
降
、

パ
ー
ト
等
の
時
給
の
引
き
上
げ
幅
に
つ
い
て
、

「
一
〇
円
以
上
」
の
目
標
を
掲
げ
て
き
た
。

だ
が
、
絶
対
水
準
の
目
安
ま
で
示
し
た
の
は

今
回
が
初
め
て
。
パ
ー
ト
等
の
待
遇
改
善
に

向
け
て
、
労
組
は
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。

　
「
今
春
闘
ま
で
は
パ
ー
ト
等
の
要
求
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
さ
え
苦
労
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
取
り
組
み
方
の
波
及
が
課
題

だ
」（
桜
田
・
パ
ー
ト
共
座
長
）。

　

パ
ー
ト
等
の
待
遇
改
善
の
取
り
組
み
に
は

組
織
化
が
欠
か
せ
な
い
が
、
そ
の
結
果
も
表

れ
て
き
て
い
る
。
連
合
集
計
に
よ
れ
ば
、
昨

年
の
七
月
以
降
、
パ
ー
ト
等
組
合
員
八
万
九

一
七
五
人
（
一
〇
四
組
合
）
の
新
規
加
入
を

実
現
し
て
い
る
。

区
分
別
の
要
求
で
パ
ー
ト
時
給
を
着
実

に
ア
ッ
プ
／
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

　

パ
ー
ト
共
闘
で
は
時
給
の
引
き
上
げ
を
牽

引
し
、
さ
ら
に
今
年
か
ら
パ
ー
ト
の
タ
イ
プ

別
に
要
求
立
て
を
行
っ
て
、
取
り
組
み
方
の

一
つ
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
の
が
、
Ｕ

Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
だ
。

　

組
合
員
の
四
割
を
パ
ー
ト
が
占
め
る
Ｕ
Ｉ

ゼ
ン
セ
ン
同
盟
で
は
、
パ
ー
ト
組
合
員
を
Ａ

＝
正
社
員
と
職
務
や
人
材
活
用
の
仕
組
み
・

運
用
が
同
じ
タ
イ
プ
、
Ｂ
＝
正
社
員
と
職
務

は
同
じ
だ
が
人
材
活
用
の
仕
組
み
・
運
用
は

異
な
る
タ
イ
プ
、
Ｃ
＝
正
社
員
と
職
務
が
異

な
る
タ
イ
プ
、
こ
れ
ら
以
外
の
分
類
不
能
タ

イ
プ―

―
の
四
つ
に
分
類
。
タ
イ
プ
に
応
じ

て
組
合
費
の
徴
収
率
を
軽
減
し
て
お
り
、
パ

ー
ト
組
合
員
に
占
め
る
割
合
は
、
Ａ
タ
イ
プ

が
約
二
六
％
、
Ｂ
タ
イ
プ
が
約
三
八
％
、
Ｃ

タ
イ
プ
が
約
二
一
％
、
分
類
不
能
タ
イ
プ
が

約
一
五
％―

―

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
タ
イ
プ
分
け
を
ベ
ー
ス
に
、
Ｕ

Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
今
年
、
パ
ー
ト
等
の
賃

上
げ
要
求
基
準
を
緻
密
化
し
た
。
基
本
的
に

は
、
正
社
員
の
要
求
と
ま
っ
た
く
同
じ
考
え

方
で
、
制
度
に
も
と
づ
く
昇
給
・
昇
格
分
を

別
に
し
て
、
最
低
で
も
ベ
ア
一
％
以
上
の
引

き
上
げ
を
設
定
。
そ
の
う
え
で
、
Ａ
タ
イ
プ

は
正
社
員
の
賃
上
げ
の
要
求
率
と
同
率
（
三

％
、
三
〇
円
以
上
が
目
安
）、
Ｂ
タ
イ
プ
は

正
社
員
の
要
求
率
に
準
じ
、
Ｃ
タ
イ
プ
は
正

社
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
要
求
す
る
と
し
、

具
体
的
な
数
値
は
各
部
会
（
業
界
）
に
ゆ
だ

ね
た
。
例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
関
係
の
労
組
で

つ
く
る
流
通
部
会
で
は
、
Ａ
・
Ｂ
タ
イ
プ
の

パ
ー
ト
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
制
度
に
基
づ

く
昇
給
（
定
昇
等
）
に
加
え
て
一
・
五
％
（
参

考
値
一
三
円
）、
制
度
が
な
い
場
合
は
賃
金

体
系
維
持
分
も
含
め
て
三
・
五
％
（
同
三
〇

円
）、
Ｃ
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
制
度
昇
給
に

加
え
て
一
％
以
上
（
同
八
円
）、
制
度
が
な

い
場
合
は
三
％
（
二
五
円
）―

―

な
ど
の
統

一
要
求
基
準
を
設
け
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
交
渉
結
果
を
、
四
月
九
日
時

点
の
集
約
（
単
純
平
均
）
で
み
る
と
、
一
二

八
組
合
が
平
均
二
五
・
八
一
円
（
二
・
八
九

％
）
の
要
求
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

約
半
分
に
あ
た
る
七
一
組
合
が
平
均
一
六
・

三
六
円
（
一
・
八
七
％
）
で
妥
結
。
妥
結
の

内
訳
は
、
制
度
に
よ
る
昇
給
・
昇
格
分
が
六
・

〇
三
円
（
引
上
率
〇
・
六
二
％
）
に
加
え
、

ベ
ア
に
あ
た
る
賃
金
引
上
原
資
が
八
・
六
九

円
（
一
・
一
三
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
中
間

集
約
だ
が
、
現
時
点
で
は
い
ず
れ
も
昨
年
実

績
を
上
回
る
好
成
果
だ
。

　

パ
ー
ト
組
合
員
の
タ
イ
プ
分
け
の
妥
結
状

況
を
み
る
と
、
Ａ
タ
イ
プ
が
三
一
・
二
二
円

（
制
度
昇
給
分
一
八
・
九
八
円
、
賃
金
引
上

原
資
一
六
・
〇
八
円
）、
Ｂ
タ
イ
プ
が
一
六
・

六
八
円
（
同
一
・
七
二
円
、
一
二
・
一
六
円
）、

Ｃ
タ
イ
プ
が
一
二
・
一
一
円
（
同
四
・
四
七

円
、
五
・
八
八
円
）、
分
類
不
能
タ
イ
プ
が

一
八
・
二
四
円
（
八
・
四
一
円
、
八
・
二
七

円
）―

―

の
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
分

類
不
能
タ
イ
プ
を
除
け
ば
、
と
く
に
正
社
員

と
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
パ
ー
ト
組

合
員
ほ
ど
、
時
給
の
引
き
上
げ
水
準
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

昨
年
よ
り
回
答
に
前
進
が
み
ら
れ
て
い
る

背
景
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
田

村
雅
宣
・
労
働
条
件
局
長
は
、｢

パ
ー
ト
組

合
員
に
つ
い
て
も
正
社
員
組
合
員
と
同
時
期

解
決
を
図
る
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
今

季
の
交
渉
の
特
徴
点
の
一
つ
。
こ
れ
ま
で
、

パ
ー
ト
の
賃
上
げ
を
行
う
に
は
、
正
社
員
と

痛
み
分
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
議

論
も
あ
っ
た
が
、
や
は
り
経
営
側
か
ら
す
れ

ば
、
正
社
員
を
上
げ
る
の
に
パ
ー
ト
を
そ
の

ま
ま
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
正
社
員
と

パ
ー
ト
の
要
求
を
同
時
併
行
的
に
行
う
こ
と

で
、
両
者
に
相
乗
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
結

果
だ｣

と
分
析
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
春
闘
は
パ
ー
ト
組
合
員
に
対
す

る
評
価
制
度
（
定
期
昇
給
）
の
導
入
や
、
退

職
金
制
度
の
整
備
、
深
夜
割
増
賃
金
の
三
〇

％
増
へ
の
改
定―

―

な
ど
、
制
度
面
で
の
前

進
も
目
立
っ
た
。
田
村
氏
は
、｢

パ
ー
ト
組

合
員
の
待
遇
改
善
を
継
続
的
に
行
う
に
は
、

ま
ず
制
度
整
備
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
、

加
盟
組
合
の
間
で
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し

た
変
化
が
、
結
果
的
に
は
さ
ら
な
る
組
織
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
く
る｣

と
み
て
い
る
。

　

労
組
に
よ
る
パ
ー
ト
等
の
待
遇
改
善
要
求
は
、

春
闘
の
中
に
確
実
に
根
を
下
ろ
し
つ
つ
あ
る
。

Ⅰ . 要求・取り組み状況（組合数） 07/ 3/ 29時点
（報告産別数15）

06/ 3/ 30時点
(報告産別数10)

パート等の待遇改善に取り組んでいる組合 1，112組合 805組合

内訳

①パート等固有の制度を整備する課題 164組合

262組合②雇用形態など働き方に関係なく全
員に適用される労働条件の課題 258組合

③時間比例を考慮しながら整備する課題 66組合
④時間給の改善に関わる課題 762組合 540組合
⑤正社員と実質的に異ならない者に
対する課題 22組合

⑥パート等の組織化に関わる課題 176組合 95組合

Ⅱ . 解決状況（前進した組合数） 07/ 3/ 29時点 
(報告産別数15)

06/ 3/ 30時点
 (報告産別数10)

パート等の待遇改善

内訳

①パート等固有の制度を整備する課題 29組合 39組合
②雇用形態など働き方に関係なく全
員に適用される労働条件の課題 82組合 39組合

③時間比例を考慮しながら整備する課題 19組合
④時間給の改善に関わる課題

　時間給の引き上げ
要求351組合19. 7円アップ 223組合20. 6円アップ

妥結110組合15. 4円アップ 97組合12. 8円アップ

　パートを含む最低賃金額（時給）
要求167組合23. 0円アップ 最終集計（8/ 7）

295組合2. 7円アップ妥結120組合11. 5円アップ

⑤正社員と実質的に異ならない者に
対する課題 6組合

⑥パート等の組織化に関わる課題
組織拡大数
175人

（104組合）

組織拡大数
20，188人
（25組合）

※①～⑥のそれぞれに含まれる取り組み内容
①例）正社員転換制度の導入、賃金・人事処遇制度の整備、就業規則の整備、社会・労働保険加入
等の点検など
②例）休日・休暇制度、年次有給休暇の改善、60歳以降の雇用制度の導入、福利厚生基準や通勤
手当の見直しなど
③例）時間当たり基本賃金、職務・生活関連手当、一時金などの改善、退職金制度の導入など
④例）時給改善、全従業員対象の最低賃金の協定化
⑤例）正社員への転換、正社員と同一労働条件の確保
⑥通年的な取り組みとして、０６年７月以降の結果を集約

表：連合・第２回パート等労働者の待遇改善調査
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〇
六
年
春
闘
か
ら
、
連
合
に
加
盟
す
る
産

別
は
「
賃
金
改
善
」
と
い
う
新
し
い
表
現
を

用
い
て
、
春
闘
要
求
を
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

一
律
ベ
ア
に
は
拒
絶
反
応
を
示
す
経
営
側
も

交
渉
に
応
じ
る
よ
う
に
な
り
、
今
春
闘
で
は

自
動
車
や
電
機
な
ど
多
く
の
組
合
で
賃
金
改

善
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
ベ
ア

は
だ
め
で
、
賃
金
改
善
な
ら
よ
い
の
か
。
賃

金
改
善
に
は
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
言
葉
の
持
つ
意
味
を
探
っ
て
み
た
。

基
幹
労
連
の
発
想
が
始
ま
り

　
「
賃
金
改
善
」
の
発
想
を
最
初
に
採
り
入

れ
た
の
は
基
幹
労
連
。
〇
六
年
春
闘
で
、「
全

員
の
賃
金
を
一
律
に
底
上
げ
す
る
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
是
正
や

全
額
仕
事
給
配
分
、
特
定
の
階
層
へ
の
重
点

配
分
な
ど
、
各
単
組
が
幅
広
い
観
点
で
検
討

し
て
要
求
を
組
み
立
て
る
」
と
し
て
、
賃
金

の
改
善
を
求
め
た
。

　

こ
の
考
え
方
は
、「
各
社
そ
れ
ぞ
れ
賃
金
制

度
の
歪
み
や
問
題
点
な
ど
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
視
点
に
立
っ
て
労

使
が
話
し
合
い
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
も
の
。
昨
年
は
、「
二
年
間
で
一

人
当
た
り
三
〇
〇
〇
円
の
賃
金
改
善
」
を
要

求
し
、
財
源
配
分
に
つ
い
て
は
、
各
単
組
が

最
良
と
思
わ
れ
る
や
り
方
を
追
求
し
た
。
結

果
、
要
求
は
制
度
改
定
に
重
き
を
置
く
形
に

な
り
、
回
答
も
そ
の
た
め
の
話
し
合
い
を
労

使
で
時
間
を
か
け
て
行
う
こ
と
で
決
着
し
た
。

連
合
も
〇
六
年
春
闘
か
ら
方
針
化

　

一
方
、
連
合
も
〇
六
年
春
闘
で
、
賃
金
カ

ー
ブ
維
持
（
定
期
昇
給
）
分
を
確
保
し
た
上

で
賃
金
改
善
に
取
り
組
む
構
想
を
打
ち
出
し

た
。
当
時
、
古
賀
伸
明
事
務
局
長
は
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
、「
賃
金
改
善
は

や
や
中
期
的
に
も
捉
え
て
お
り
、
若
年
者
の

水
準
引
き
上
げ
や
高
齢
者
の
賃
金
カ
ー
ブ
の

見
直
し
、
初
任
給
、
パ
ー
ト
の
均
衡
処
遇
、

時
間
外
労
働
の
割
増
率
な
ど
（
人
件
費
を
拡

大
さ
せ
る
要
求
は
）
幅
広
い
も
の
を
内
蔵
し

て
い
る
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
た
。

ベ
ア
要
求
自
粛
と
成
果
主
義
が
背

景
に

　

労
働
側
が
こ
う
し
た
対
応
を
と
っ
た
背
景

に
は
、
不
況
期
に
組
合
が
統
一
ベ
ア
の
要
求

自
粛
し
た
こ
と
と
、
い
わ
ゆ
る
成
果
主
義
型

賃
金
制
度
の
進
展
が
あ
る
。
連
合
は
〇
二
年

春
闘
で
「
雇
用
確
保
を
最
優
先
せ
ざ
る
を
得

な
い
」
と
の
観
点
か
ら
統
一
ベ
ア
要
求
を
断

念
し
、
そ
の
後
四
年
間
、「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

分
の
確
保
」
に
要
求
を
と
ど
め
て
き
た
。

　

加
え
て
、
大
企
業
を
中
心
に
年
功
型
賃
金

制
度
か
ら
成
果
主
義
型
賃
金
制
度
へ
の
改
革

が
進
行
。
仕
事
の
成
果
や
企
業
へ
の
貢
献
度

な
ど
に
応
じ
て
処
遇
や
賃
金
を
決
め
る
制
度

の
広
が
り
が
、
統
一
し
て
賃
上
げ
を
求
め
る

従
来
型
の
春
闘
要
求
を
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い

も
の
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
事
実
、
景
気
が

回
復
し
た
〇
六
年
春
闘
で
組
合
側
は
ベ
ア
要

求
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
経
営
側
の

拒
絶
反
応
は
強
く
、
同
産
業
・
同
業
種
間
で

も
企
業
業
績
が
大
き
く
バ
ラ
ツ
い
て
い
る
こ

と
も
相
ま
っ
て
、
統
一
し
て
賃
上
げ
を
要
求

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
賃
金
改
善
に
活
路
を

求
め
る
形
と
な
っ
た
。

多
く
の
単
組
が
改
善
を
獲
得

　

そ
し
て
、
こ
の
考
え
方
は
、
〇
七
年
春
闘

で
さ
ら
に
広
が
っ
た
。「
月
額
二
〇
〇
〇
円

以
上
の
水
準
改
善
」
を
求
め
て
い
た
電
機
連

合
も
、
交
渉
終
盤
に
な
っ
て
「
水
準
改
善
五

〇
〇
円
」
を
歯
止
め
基
準
に
設
定
す
る
と
と

も
に
、
賃
金
制
度
の
補
正
や
特
定
階
層
の
賃

金
カ
ー
ブ
の
是
正
、
各
種
手
当
の
拡
充
と
い

っ
た
「
賃
金
改
善
」
と
ほ
ぼ
同
義
語
の
「
賃

金
体
系
是
正
分
等
」
の
増
額
を
容
認
す
る
こ

と
で
、
昨
年
以
上
の
上
積
み
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
自
動
車
や
電
機
な
ど
、
ベ
ア

に
代
え
て
賃
金
改
善
を
要
求
し
た
単
組
の
多

く
が
、
賃
金
改
善
を
獲
得
し
た
。
そ
の
具
体

的
な
中
身
を
み
る
と
、
初
任
給
の
引
き
上
げ

に
伴
う
賃
金
カ
ー
ブ
の
早
期
に
立
ち
上
げ
や
、

平
成
不
況
時
に
寝
か
せ
て
き
た
中
高
年
層
賃

金
カ
ー
ブ
の
是
正
、
給
与
関
連
手
当
等
の
見

直
し
な
ど
、
従
来
、
賃
上
げ
と
は
別
枠
で
要

求
し
た
り
、
通
年
の
労
使
委
員
会
な
ど
で
協

議
し
て
い
た
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
か

に
は
今
春
闘
で
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
た
松

下
電
器
の
育
児
手
当
の
拡
充
の
よ
う
な
、
組

合
員
全
員
の
改
善
に
は
な
ら
な
い
手
当
部
分

に
踏
み
込
ん
だ
例
も
あ
る
。

中
小
の
妥
結
状
況
に
変
化
も

　

下
の
図
表
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
〇
六
年
と
〇
七

年
の
三
〇
〇
未
満
の
単
組
の
妥
結
額
を
示
し

た
も
の
だ
。
通
常
は
、
統
一
回
答
日
か
ら
時

が
経
ち
妥
結
単
組
が
増
え
る
に
従
っ
て
、
妥

結
額
は
低
下
す
る
。
だ
が
、
〇
六
年
は
三
月

下
旬
ま
で
尻
上
が
り
に
数
字
が
よ
く
な
り
、

〇
七
年
も
三
月
下
旬
以
後
に
歯
止
め
が
か
か

る
現
象
が
起
き
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
本
部
は
、

「
改
善
内
容
を
よ
く
話
し
合
う
の
で
、
時
間

が
経
過
し
て
か
ら
も
高
い
妥
結
額
を
示
す
企

業
が
出
て
く
る
。
今
春
闘
は
統
一
回
答
日
が

高
す
ぎ
て
最
初
は
下
が
っ
た
が
、
三
月
下
旬

以
降
に
な
っ
て
歯
止
め
が
か
か
っ
た
よ
う

だ
」
な
ど
と
そ
の
効
果
を
分
析
。
こ
う
し
た

動
き
を
賃
金
改
善
の
特
徴
の
一
つ
と
み
る
。

組
合
側
の
迅
速
な
整
理
が
必
要

　

と
は
い
え
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

連
合
や
各
産
別
は
、「
個
別
企
業
労
使
が
そ
れ

ぞ
れ
、
賃
金
に
関
す
る
問
題
点
を
話
し
あ
っ

て
改
善
す
る
」
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
い
う
。

だ
が
、
こ
れ
は
「
人
件
費
の
増
額
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
あ
り
」
と
い
っ
た

捉
え
方
に
発
展
し
か
ね
な
い
。
例
え
ば
今
後
、

福
利
厚
生
の
充
実
や
自
己
啓
発
費
用
の
拡
充

な
ど
、
基
本
的
な
賃
金
項
目
以
外
の
も
の
ま

で
「
改
善
」
と
見
な
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
も
是

認
す
る
の
か
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
仮
に
改
善
の
中
身
を
月

例
賃
金
項
目
に
絞
っ
た
と
し
て
、
そ
う
毎
年
、

是
正
す
べ
き
課
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
労

使
が
し
っ
か
り
議
論
し
て
賃
金
制
度
を
作
り

込
ん
で
い
る
企
業
な
ど
、
是
正
す
べ
き
点
が

な
い
場
合
、
そ
の
間
は
何
も
要
求
で
き
な
く

な
る
の
か
。「
賃
金
改
善
」
に
関
す
る
課
題

は
少
な
く
な
い
。
組
合
側
の
迅
速
な
整
理
が

求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

賃
金
改
善
と
は
何
か―

意
味
と
効
果

出所：JAMホームページ


